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調査報告

マングース (Herpωtesjavanicus)肝臓を用いた

沖縄島陸域の有機塩素化合物汚染状況調査

田代 豊

Pollution survey of organochlorines on Okinawa Island 
by analysis of mongoose liver 

Yutaka TASHlRO 

要旨

沖縄島の自然環境における有機塩素化合物の分布について知見を得ることを目的として、沖縄島中北

部(東村、大宜味村、名護市、宜野湾市)において捕獲された合計16頭のジャワ ・マングース

(Herpestes j.αuαnicus)の肝臓中のPCB、DDT類、 HCH類、 HCB、クロノレデン類 (CHLs)を分析

した。マングース体内の有機塩素化合物蓄積量は各個体の生息地域によって具なり、宜野湾市内の個体

からは最高12，000ng g-1のPCBが検出され、過去に報告されたマングースやタヌキの濃度よりも高

かった。PCB、DDTs、およびCHLsの蓄積最は各地域における有機塩素化合物汚染を生じる可能性の

ある発生源の有無と調和的であることが示された。

キーワード:有害物質、イ与機塩素化合物、マングース、環境汚染、沖縄

Abstract 

The concentrations of polychlorinated biphenyls (PCBs). dichlorodiphenyltrichloroethane and 

its metabolites (DDTs). hexachlorocyclohexane isomers (HCHs)， hexachlorobenzene (HCB). 

and chlordane compounds (CHLs) in the liver of 16 feral mongooses (Herpestes jαuαmc凶)

captured in Higashi Village， Ogimi Village， Nago City and Ginowan City on Okinawa Island. 

Japan， were measured in order to understand the distribution of organochlorine pollutants in 

the environment of this island. Detected concentrations of these chemicals varied corresponding to 

the area in accordance with the existence of suspected sources. The maximum PCB concentration 

of 12，000 ng g引 wasfound in a sample from Ginowan City and was higher than the concentrations 

previously report息dfor mongooses and raccoon dogs. 
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1 .はじめに

PCBやDDTなどの残留性有機塩素化合物は蓄積性
があり、人や野生生物に慢性毒性を示す重要な環境汚染

物質である。日本国内では、 主として1960年代に大量の

工業用PCB(ポリ塩化ピフェニノレ)や、 DDT、HCH
などの有機境素系殺虫剤が使用された。これら汚染物質

は使用が禁止された以降も大気、水、生物への汚染が続

いており、近年においても比較的高い濃度で人体や鳥類

から検出されるなど、地球規模での汚染が明らかにされ

てきたは}。 これらの物質には内分泌撹乱作用が指摘さ

れているものもあり、ヤンパルのような希少生物に富む

地域における生物の生息 ・繁殖環境の汚染は生物多様性

保全 ・観光資源保全の点からも重大な問題である。これ

まで沖縄島内では、米軍基地に関連したPCB、PCP
(ペンタクロロフェノーノレ)などによる汚染がしばしば

発生してきた4へ また、農耕地が発達しており農薬等

の使用が野生生物に影響を与えてきた可能性がある。さ

らに廃棄物処理施設に構造上の不備を指摘されたことも

多い。集落においては、温暖湿潤な気候のためシロアリ

防除にクロルデ.ンがとくに多量に使用されたへ とのよ

うに、多般に渡る発生源が存在すると考えられるが、沖

縄における有機塩素化合物を含む微量有害物質に関する

これまで'の調査研究は極めて限られている 7.$)。

有害物質による環境の汚染状況を杷梶するための一般

的な手法として、野生生物体内に蓄積された有害物質を

分析し、地域間で比較することがある。例えば、イガ

イ叫やイルカ日)、イカ 11)を用いた残留性有機汚染物質に

よる沿岸海域の広域的な汚染調査などが報告されている。

沖縄島と奄美大島の陸域には、小動物や昆虫、植物を

エサとして野生のジャワ ・マングース (Herpestes

jαuαnicus)が生息する。環境省と鹿児島県および仲縄

県は、奄美大島や沖縄島北部地域において、アマミノク

ロウサギ (Pentαlagusfurnessi)やヤンバルクイナ

(Gallirallus okinαωαe)等の希少生物の保護のために、

マングース防除事業を実施しているヘ ジャワ ・マングー

スの寿命は 3~5年で食物連鎖の上位に位置し、 1頭で

1O~20へクターノレ程度の行動圏を持つため1刷、体内に

蓄積された有害物質を分析することによる局地的な汚染

の評価に適していると考えら札る。これまでにも、奄美

大島で捕獲されたジャワ ・マングースの肝臓から比較的

高濃度の水銀が検出された報告15)もあり 、有機塩素化合

物の環境における分布と生物への影響を研究する上でも、

有効な指標生物となる可能性がある。野生生物は通常調

査員が踏査することが困難な森林や山地、あるいは米軍

施設周辺でも行動するため、そのような地域の汚染に関

する情報を得られる可能性がある。著者らは過去に名護

市内および宜野湾市内のジャワ ・マングースを捕獲し有

害物質を分析した附が、この際、局地的に有害物質体内

濃度の高い個体が見出されており、生息環境の汚染を反

映していることが示唆された。

本研究では、沖縄島の自然環境における有機塩素化合

物の分布について知見を得ることを目的として、沖縄島

中北部において駆除事業等に伴って捕獲されたジャヮ ・

7 ングース試料の肝臓を分析し、PCB、DDT類 (DDTs)、
HCH類 (HCHs)、HCB、およびクロルデン類 (CHLs)
の濃度を測定した。
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図1 マングース試料捕獲地点図
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DDD、α-HCH、s-HCH、γ HCH、CIS ノナ

クロル、trans-ノナクロル、CISークロルデン、trans-

クロノレデンおよびオキシクロノレデ、ンが含まれていた。各

函分をロータりーエパポレーターで濃縮し、ECDを装

備したガスクロマ トグラフ(島津製作所製GC-2010)

を用いて各成分を定量した。これら物質の定量は、サン

プノレのガスクロマ トグラムにおけるピーク面積と標準品

によるピーク面積とを比較することによって行なった。

なお、 PCBの定量には、カネクロール300、400、500、

600の当量混合物を標準品として用いた。

分析結果を表1に示した。本研究で分析したすべての

マングース肝臓から複数種類の有機塩素化合物が検出さ

れた。検出された脂肪重量当たりの濃度は、PCBが

19，..，_，12.000 ng g-l、DDTsが24"-'690ng g-1、CHLs

が24，..，_，2.700ng g-I， HCHsが 0"-'90ng g-I、HCB

が2.7，..，_，24ng g-lであった。なお、表 1には各供試個

体の体重も記載したが、宜野湾市で捕獲された個体が他

の地域からの個体よりも有意に軽かった以外は、採集地

域聞で・体重差はなかった。このため、本研究における個

体の成熟度や採餌量の遣いに起因する化学物質の蓄積量

の遣いは地域間でとくにないものと考えられる。また、

雌雄に閲しては、宜野湾市で捕獲された個体の一つが本

研究で分析に供されたうちで唯一のメスであった。マン

3.結果および考察

方法

沖縄品内におけるマングース生息調査およびマングー

ス駆除事業の際に、ワナを用いて捕獲 .tflJ検されたジャ

ワ・マングース成獣(オス15頭、メス 1頭)の生体試料

から肝臓を摘出し、分析に供した。これら生体の捕獲場

所は、森林原野に閤まれた大宜味村江洲地区 (6頭)と

東村高江地区 (6頭)、集溶から延びる舗道沿いの名護

市大浦地区 (2頭)および市街地で米国海兵隊普天間飛

行場に近接した宜野湾市内(2頭)で‘あった(図 1)。

採取した試料は、分析までの問一20"Cで保管した。

試料の分析は、Tanabeet a1.1ηおよび環境庁18)の方

法に準じて行った。その概略を以下に記す。 5----10gの

肝臓試料を、無水硫酸ナトリウムとともにすりつぶした。

これをソックスレー抽出装置を用いたヘキサンとジエチ

ノレエーテノレの混合溶液による抽出に供した。抽出液を濃

縮後、一部は脂肪含有率を測定するため、 80"Cで乾固し

た。残りの濃縮液は、フロリジノレ (FlorisilPR. Wako 

Chemicals USA. Inc.. USA) ドライカラムに負荷して

窒素気流により乾燥後、水ーアセトニトリノレ混合液 (1: 

4)で溶出して脂肪分を除去した。溶出液はヘキサンで

分配後に濃縮し、濃硫酸で処理した。ヘキサン層を、フ

ロリジノレカラムによってクリーンアップした。ヘキサン

で溶出した画分は PCB、HCB、p.p'-DDE、および

trans-ノナクローノレを含有し、 15%ジエチノレエーテル

含有ヘキサンで溶出した画分には、P.p'ーDDT、P.p'ー

2. 
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マングース肝臓中の有機塩素化合物検出濃度 (ng9・I lipid) 

雌雄 体重 (g) HCB HCHs CHLs DDTs 

M 715 4.2 <0.8 48 73 

M 770 2.7 30 24 39 
M 798 22 19 24 28 
M 775 24 31 26 24 

M 543 6.5 90 42 33 
M 574 6.1 41 51 35 
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. .図1の試料捕獲地点に対応している。



グースのメスは、オスに比べて出産および授乳によって

有機塩素化合物の体内濃度が低下する可能性が指摘され

ている16二 本研究のメス試料は、体重から性的に成熟し

た個体と考えられるが19) HCHsおよびDDTs濃度が他

の宜野湾市試料よりも低かったもののPCB濃度は全分

析試料中最高値を示した。

地区ごとの各物質の検出濃度平均値を図2に示した。

なお、宜野湾市からの試料については、前報閣に記載し

た岡市内からの1個体の分析結果も加えて全3個体の平

均値を算出した。大浦地区および宜野湾市からの個体の

肝臓試料は、 江洲地区および高江地区からのものよりも

CHLsおよびDDTs濃度が各々有意に高かった。 しか

し、大浦地区と宜野湾市からの試料の聞ではCHLsお

よびDDTs濃度に有意差がなかった。江測地区および

高江地区の試料捕獲地点は周辺が山林原野に固まれ人家

等がほとんどない。これに対し、他の2地区の試料捕獲

地点周辺には、市街地(宜野湾市地区)や集落に通じる

道路(大浦地区)などがあり、これらの地区では家屋な

どで過去に殺虫剤として使用された CHLsおよび

DDTsが環境中に残留しているものと推定される。これ

に加え、宜野湾市からの試料の PCB平均濃度は、江洲

地区および高江地区からのものと比較して有意に高かっ

た。そして、宜野湾市の試料から検出されたPCBの最

高濃度は12，000ng g-I lipidに達し、過去に報告され

た名護市のマングース (910ng g-1 lipid)附や神奈川

県のタヌキ (1，200ng g-' lipid) 20)の最高濃度よりも

ー桁以上高いものであった。この個体が捕獲された地点

は米軍普天間飛行場のフェンスのすぐ外側で周辺は古い

住宅が多い地区であり、事業場や廃棄物処分場などはと

くに見当たらなかった。試料捕獲地点周辺の住宅あるい

は米軍基地において民生用または軍事用に使用された

PCBが、環境中に何らかの形で放出され残留している

ことが推定される。
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各物質の検出濃度問の関係を見ると(図 3.......5)、

DDTsとCHLsの濃度との聞には商い相闘が見られ、

家屋などで共通して使用されたものが環境を介してマン

グース体内に蓄積したことが示唆される。一方、これに

比べてPCBはDDTsおよびCHLsとの相闘がやや低く、

一般の家屋とは異なる汚染源の存在を示している。PCB
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濃度が高かった宜野湾市については、今後、本研究の調

査地点周辺について、土壌、地下水などの汚染調査や

PCB汚染源の探索を実施することが望ましいと考えら

れる。

本研究の結果により、マングース体内の有機塩素化合

物蓄積盆は各個体の生息地域によって異なり、 PCB、

DDTs、およびCHLsの蓄積量は各地域における有機塩

素化合物汚染を生じる可能性のある発生源の有無と調和

的であることが示された。これにより、沖縄島や奄美大

島をはじめ東南アジアなどに広く生息するマングースを

使って、これまで不足してきた広域的な陸場の残留性有

害物質汚染分布調査が可能であると考えられる。今後、

未知の汚染源の探索や返還軍用地の汚染調査などにおい

て、マングースを分析試料として用いる調査方法が重要

な知見を与えることが期待される。
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